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要約 本研究では，高齢者を対象に，空間の色彩（白，黄，赤，青）が脳血液量の変化にどのように影響するか検討を行った．

Oxy-ヘモグロビンを計測した装置は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○ 
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1.  はじめに 

認知症とは，正常に発達した認知機能が後天的な

脳の障害によって持続的に低下し，日常生活や社会

生活に支障をきたす状態である 1)．日本では高齢化の

進行に伴い認知症高齢者が増加しており，発症予防

のみならず，診断後における行動・心理症状

（ Behavioral and Psychological Symptoms of 

Dementia：BPSD）や生活機能低下の悪化をできる

限り防ぎ，社会参加を維持する実践的支援が重要と

なっている 2,3)．認知症予防は一次予防に限らず，診

断後の重症化や生活障害の進行を遅らせる実践も含

むと捉えることができる． 

アルツハイマー型認知症に対する薬物療法は進歩

しているが，効果，副作用，費用の点から限界も指

摘されており，運動，回想法，認知刺激などの非薬

物的支援を組み合わせて症状の進行や生活上の不利

益を抑えることが期待されている 4-8)．特にデイサー

ビスは，在宅生活を継続する認知症高齢者が定期的

に集い，日中活動，対人交流，役割形成の機会を得

る場であり，悪化予防の実践拠点として位置づける

ことができる． 

近年，情報通信技術（Information and 

Communications Technology：ICT）の発展によ

り，タブレット端末，インターネット上の映像やゲ

ーム，デジタルコンテンツを日常ケアに取り入れや

すくなった．ICTを活用した非薬物的支援は，特別

な専門職配置や高額な機器を必要とせず，比較的低

コストで実施できる点でも有用性が高いと考えられ

る．著者らはすでに，認知症予防における ICTリテ

ラシー向上の意義を報告している 9)．しかし，認知

症と診断された利用者を対象に，デイサービスの日

常実践の中で ICTをどのように活用し，BPSDや活
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動性低下，社会的交流低下の悪化予防に結びつける

かについての現場知見は十分ではない． 

そこで本実践報告では，デイサービスにおいてICT
を活用した回想法またはインターネット検索・ゲー

ムをレクリエーション活動の一環として導入した際

に観察された認知症利用者の変化を整理し，BPSD，

意欲低下，社会的交流低下の悪化予防という観点か

ら，どのような症状特性にどの活動がなじみやすい

かという活動選択に関する実践的示唆を得ることを

目的とした． 

 

2. 対象と方法 

2-1 対象 

本研究の対象は，健常高齢者32名（○○）○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

2-2 方法 

本研究は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○ 

 

3. 結果 

図1，表1に各課題におけるOxy-ヘモグロビンの平均値

を示す．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○ 

 

4. 考察 

本研究では，高齢者を対象に，空間の色彩（白，黄，赤，

青）がOxy-ヘモグロビンにどのように影響するか，○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○ 

 

5. まとめ 

本研究では，高齢者を対象に，○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

謝辞 

本研究は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

 

 
文献 

1） 竹田伸也，太田真貴（2014），福祉施設で働く対人援助職者の

メンタルヘルス行動の動機づけと精神的健康との関連につ

いて．米子医学雑誌，65(3), 89-94. 

2） Geurts S, Schaufeli W, De Jonge J (1998), Burnout and 
intention to leave among mental health-care 
professionals: A social psychological approach. J Soc 
Clin Psychol, 17(3), 341-362. 

 

表 1 課題毎における Oxy-ヘモグロビン 

Oxy-HB 

（全色） 
安静 課題呈示 課題回答 

CH7 
0.1656 

±0.3923 

0.2071 

±0.4074 

0.1590 

±0.4039 

CH10 
0.2297 

±0.1694 

0.2422 

±0.1504 

0.2067 

±0.1704 

CH13 
0.2375 

±0.2412 

0.2375 

±0.2571 

0.2164 

±0.2738 

CH16 
0.2413 

±0.2023 

0.2597 

±0.2079 

0.2274 

±0.2127 

              (m(mol/l)*mm) 

 
図 1 脳血液量計測の様子 


